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［情報共有］
・飯田市教育委員会事務局の綿密な審議会推進と
丁寧な資料づくり

［ボトムアップ方式］
・教育委員会と首長部局をはじめとする関係部局
の連携・理念の共有、地域住民との対話・理解
・共創のプロセス

・地域の状況や課題に即して丁寧に検討を重ね、
関係者との対話と合意形成

「これまでの経過」に見る

これからの学校づくりのスタンス
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小中一貫教育に適した
望ましい学校施設のあり方

➣ 地域住民の「思い」を引き継ぐとは

➣ これからの時代の「学び」と、
学校に求められるものとは

・変化し続ける時代のなかで、
「どこに」向かい「何を」求めていくか

➣ 学校施設の「一体型・隣接型・分離型」とは
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歴史が示す学び…150年を過ぎた小学校
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「歴史」は過去の研究ではない。変化の研究だ。歴史は、何が変わらず、何が変化し、物事がどのように変化す
るかを教えてくれる。未来は今後の年月に私たちが全員で行なう選択によって決まる。 （ハラリ著「NEXUS」より）

■：現在建築後60年を超える学校施設(市教委資料「論点２」)を加筆 4



☑伊那谷は、江戸期から明治初年にかけて寺子屋が普及し、国
学も極めて盛んになった。筑摩県初代長官永山盛輝（鹿児島）

が郷学校の設立を勧め、これを小学校へ連続させた。下伊那
の小学校設立は全国に先がけてすすみ、明治８年の小学校設
立は85校であった。 （下伊那教育会史百周年記念誌より）

【高い就学率】
☑明治９年(1876)の小学校の全国就学率は38%であったが、長
野県の就学率は63%で全国一位。明治34年には90%を超える。

【近代教育を志向する明治政府】
☑明治８年明治政府は教員養成制度をつくるために留学生６人
を欧米に派遣。そのうち３人が信州人。高遠出身の伊沢修二
小諸出身の神津専三郎、飯田出身の中川元だった。

（県立歴史館総合情報課資料より）

下伊那教育（明治期）

[郷学校：各地域の住民や有志が設立した公立的性格をもつ庶民向けの学問所]
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明治８年小学校名と所在地

下伊那地方の小学校の設立は85
校に及んだ。(飯田市38校／85校)
しかし、形の上では小学校が開

設されても、経済的に余裕のない
村々では、新しく校舎を建て、施
設設備を整えるということは容易
でなかった。ほとんど寺院や民家
などを借用しての出発であり、新
築したのは24校であった。新築と
言っても旧民家を改造した程度の
建物であった。
教員は、

１校１人の
学校が80%
[M8]で、教
員数が不足
していた。

注) 赤色網掛け：飯田市内 ●：現在築50年以上の小学校所在地
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先人(住民)たちの熱い「思い」

■旧座光寺麻績学校校舎は、歌舞伎舞台と学校とを兼用するように明治６
年に建てられもので、学校建物としては県下で最も古い。☛舞台校舎

■大屋根の棟には建設当時の校名「麻績小校」が記されていて、昭和59年
までの111年間、学校として活用されていた貴重な建物。

■農村の歌舞伎舞台としては県下
最大級で全国的にも珍しい。

2022.9.25 撮影

［木造２階建、一部３階建、桟瓦葺入母屋造］

明治５年の「学制」を受け、財政上、舞台と
学校の両方建てることができず、兼用できる
舞台校舎を建築

教育施設の整備や条件整備に尽力した住民の熱意（一例）
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・地域の「思い」を引き継ぐとは、少子化や老朽化が
進む現状を受け止め、地域ぐるみで安全・安心で質
の高い学習環境を整え、子どもたちの９年間の学び
を支えていくこと

・地域の「思い」を地域の「力」にどう転換すればよ
いか。学校施設が｢地域の未来を育む拠点｣として再
生・機能強化していくために、地域のあり方など
様々な課題に主体的に取り組むこと

歴史は「変化」である。地域の「思い」を引き継ぎな
がら、教育環境を整えるのは、現在（いま）の人たちの
「選択」である。
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小中一貫教育に適した
望ましい学校施設のあり方

➣ 地域住民の「想い」を引き継ぐとは

➣これからの時代の「学び」と、
学校に求められるものとは

・変化し続ける時代のなかで、
「どこに」向かい「何を」求めていくか

➣ 学校施設の「一体型・隣接型・分離型」とは
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未来学者：カーツワイル氏 さまざまな技術の発明の年から普及するまでの年数を記載

◆「普及」の定義：ある技術を米国人の25%以上が使うようになった時（カーツワイル氏）

情報技術の普及とＡＩ時代の学びとは？

2022年11月に公開された「話しかけるように質問を入力すると文章で答える対話型
のチャットＧＰＴ」など、生成ＡＩ（人工知能）がすごい勢いで広まりつつある。

Society5.0 ／ デジタル社会 ／ ロボット ／ ドローン ／ AIミュトス …

1880

1900

1930

1980

1990

［1936 映画「モダン・タイムス」：チャップリンの警鐘］

＜産業革命＞
・大量生産
・大量消費
・ベルトコンベア

[デジタル社会における子供たちを取り巻く環境]
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OECD生徒の学習到達度調査（PISA）2018によると、
日本の子供のICT活用状況は、OECD加盟国間の比較に
おいて、学校の授業での利用時間が短く、学校外で
は多様な用途で利用しているものの、チャットや
ゲームの利用に偏る傾向がある。
また、スマートフォンは、10年前にはほとんど子

供たちは持っていなかったが、現在のスマホ保有率
は、高校生は99.1％、中学生が84.3％と非常に高く、
「フィルターバブル現象」の中で日常的に情報に触
れていることに気づかない状況や、大人が想像する
以上に子供にかかる「同調圧力」の影響は非常に大
きい。 出所：2022.1.24「第127回文部科学省教育課程部会資料」

■ＡＩ時代における「人」の価値や本質は 何だろう？
－「人の役に立ちたい！ 人に必要とされたい！…」－
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学校のアップデート「学び」の時代へ

読み書き・そろばん・紙

【問い】
➣同じ場面で同じ体験をするという他
者との相互行為が減少するなかで、
自立した学習者を育成できるか？

➣人工的なものに夢中になる前に、澄
み切った洞察力や感性を育むことや
｢知ること｣ ＜ ｢感じること｣

【学校のアップデート】
暗記中心の「勉強」の時代から、
子どもたちが主体的に活動し、協
働・対話を通じて新しい価値観に
触れる「学習」の時代へと進んで
きた。そして、これからは能動的
な学び手（自立した学習者）を育
てる「学び」の時代に向かう。

時間軸（未来）

人工知能（生成ＡＩ）・デジタル化

社会軸
（グローバル化）

予測困難な時代

学校ver3.0
「学び」の時代

学校ver2.0
「学習」の時代

学校ver1.0
「勉強」の時代

家
庭
・
郷
土
（
地
域
）

空
間
的
・
ネ
ッ
ト
的

主体軸（基本）

2018 文部科学省「学校Ver.3.0」

価値、規範、美意識などの共有は、他者との相
互行為を繰り返しながら身に付けていく。
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「竜東学園」のさまざまな実体験

「遊び」は生活と深く結びついている。遊びの中でことばを使う。記号も使う。
しばしば数や量を比べ、競う。つまり、遊びの中にはことばや数・量について
記号接地し、探究してくための種がいくらでもある。

⇒プレイフル・ラーニング 出所：今井むつみ著「学力喪失」

同じ空気を、同じ感覚を共に分かち合いながら、そこで一つのものを作り上げ
る、一つのことをやり遂げる。これに勝る教育はない。 「姜尚中氏の講演」より13



変化の激しい時代だからこそ、

譲れない価値や本質を考えたい

教育の本質は、効率主義や成果主義の先にはない
はずです。…むしろ、無駄なことや遠回りした先に
待っている。
だから、よそ見をしたり、道草を食ったりしなが

ら、カーナビには絶対に出てこないルートを進むな
かで、さまざまな実体験を積み重ねていくのが人生
だと思う。

出所：養老孟司著「子どもが心配」

■学校は｢学習の場｣である、と同時に｢生活の場｣でもある

☛学校という場所は…学力だけでない人間性・社会性も育む

「いま」（子ども時代）の喜びを体感する尊さ

14



「人間力」・「社会力」の衰退

家庭 地域

◆小さくなった家族のサイズ
→家族内での相互行為の減少
→社会力を形成する家庭の土壌の衰弱

◆家庭のホテル化と家族の分断
→家族が共に汗を流す共同作業の減少

■急速な都市化と過疎化
→失われていく地域のコミュニティ機能
大人と子供が相互行為する場･時の喪失

■無人化が進む生活空間
→自動販売機に代表される生活の効率化

外

内

●直近の信毎ＡＩ記事の見出し

→ 3.29 授業で25%が生成AI使用
→ 3.30 子どもスマホ時間短い県内
→ 4.18 県教委 学校でAI活用へ
→ 4.23 SNS依存 子を守るには

海外では法規制の動きも
→ 4.24 10代の7%「SNS病的使用」
→ 4.29 AIには書けない文章
→ 5. 8 生成AI 児童生徒の利用状況は
→ 5.14 伊那市教委生成AIガイドライン
→ 5.18 学びに生成AI 探りながら

●全国大学生協連調査2025
➣生成AIの利用状況
2025:92.2% 2024:68.2% 2023:46.7%

➣エッセイを書いた後思い出せない割合
ChatGPT:83.3% 自力:11.1%

●川嶋周一教授(明治大学)コメント
・生成AIは極めて強力な魔法のようなツ
ールであるが、魔法そのものではない
AIは人間のある部分的な能力を部分的
に拡張する。拡張した自らの部分に自
分自身が飲み込まれてはいけない。

－ 外の自然を壊してきた技術が、人間の内面を劣化させていく社会？ －

SNS,AI
の技術
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＜社会的相互行為の特徴＞

・互いに相手を意識し、相手に対し“選択的
に”行為すること

・単なる行動のやり取りではなく、状況に意
味を持たせ、他者の意図や意味を解釈し、
それに応じて反応すること

☛価値、規範、美意識等の共有へ

飯田東中学校の「モデル清掃」の効用
１年生指導、縦割り班、「型」、見る

ピンクビブスは３年生

｢モデル清掃｣には、相手の立場に立って、その気持ちや考えを理解
しようとする心の働きが生まれる（共感する力）。学校教育には、
このような共感する場と時が必須であると考える。 16



出所：広報いいだ №1198 2025.8月

飯田市の小中一貫教育
９年間の系統性・連続性のある教育活動
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特設教科「みらい創造科」が目指す「探究する学び」とは

・子どもを上から引っ張り上げるのではなく、自分でよじ上っていける
ように環境をつくり、下から少しだけ支える。…現状での子どもの知
識を見極め、自分で上がっていけるちょうどよいレベル設定をする。

出
所
：
飯
田
市
教
育
委
員
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
抜
粋

(
2
0
26

)
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「探究」と「探究的な学び」の違いは？

「探究」のレベル 問い 手続 成果

１ 確認のための探究（confirmation inquiry）

前もって結果が分かっている場合に、活動を
通じて原理を確認する

○ ○ ○

２ 構造化された探究（structured inquiry）

与えられた手続きにしたがって、教師が示し
た問いについて実験する

○ ○

３ 指導（ガイド）された探究（guided inquiry）

生徒が自分でデザインまたは選択した手続き
を用いて、教師が示した問いについて実験す
る

○

４ オープンな探究（open inquiry）

生徒が自分でデザインまたは選択した手続き
を用いて、生徒自らが立てた問いについて調
査する

出典：Banchi & Bell (2008)

出所：中教審生活科、総合的な学習・探究の時間ワーキンググループ資料 2025.12.26

注：○は問い／手続／成果の設定において教師が主導権をもつことを意味する「
探
究
的
な
学
び
」
と
し
て
は
ど
う
か
？

「
探
究(

す
る
学
び)

」
と
し
て
は
ど
う
か
？
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・学校は探究する楽しさ、ワクワク感が実感できる場
所である
－ 子どもの一番近くにいる大人が、

興味を持たせる環境を醸成すること －

・学校は「知識を覚える場」だけではなく、知識を使
う練習をし、身体で覚え､「探究をする場」となる
ようにする
－ 様々な現象に対して「なぜ？」を持ち、

自分から答えを求めていく姿勢を育てる －

これまでの教育では、人間の頭脳を「倉庫」のようなものだと
見てきた。コンピューターの出現、普及にともなって、創造的
人間ということが問題になってきた。人間の頭はこれからも、
一部は倉庫の役をはたし続けなくてはならないだろうが、それ
だけではいけない。新しいことを考え出す「工場」でなくては
ならない。 出所：外山滋比古著「思考の整理学」1986
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小中一貫教育に適した
望ましい学校施設のあり方

➣ 地域住民の「想い」を引き継ぐとは

➣ これからの時代の「学び」と、
学校に求められるものとは

・変化し続ける時代のなかで、
「どこに」向かい「何を」求めていくか

➣ 学校施設の「一体型・隣接型・分離型」とは
・事例の紹介①～⑤

21



■学校施設環境

・学年段階の区切りに対応した空間
構成や施設機能
1F:職員室、理科室等専科教室
2F:小学校1年生～6年生（6学級）
3F:中学校1年生～3年生（3学級）

・体育館（天龍村総合体育施設）
学校教育施設、社会体育施設、災害避

難施設の機能を備えた複合型施設

事例①：天龍村立天龍小学校・天龍中学校
［小中併設型小学校・中学校 ／ 施設一体型（R6年度～）］

□教育活動・学校運営の視点

・校種のよさを効果的に（小学校卒業

の達成感、中学校入学の新鮮さ等）生
かすため併設型を選択

・入学式は合同、卒業式は個別
（保護者アンケートによる合意形成）

・小学校段階からの教科担任制導入
①中学校教員（併任）の教科指導
（国語、社会、算数、英語、体育、音楽）

②教員加配あり ［連学年］

③小中学校全教職員：持ち時間17～21h

・特色ある教育活動の事例
①全校道徳（縦割り班小1～中3年生）

②中学生の読み聞かせ、小中で語る会

③合同体育（小5・6年生、中学生）

・異学年交流による精神的な発達
・ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟや自主性を養う機会の創
出（児童会企画、生徒会企画、合同企画）

出所：天龍村役場公式サイト
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事例②：根羽村立義務教育学校根羽学園
［義務教育学校 ／ 施設一体型（R2年度～）］

■学校施設環境

・以前：根羽小と根羽中学校は隣接
（給食の関係で連絡通路で接続）

・施設一体型の義務教育学校へ(R2)

・旧小学校棟に全学級(1～9年生)

・旧中学校棟に教科教室
（国語科室、社会、数学、英語）

・職員室は共用（長1、頭1）

・校長室隣に「学びの村推進センター」
（後述）

□教育活動・学校運営の視点

・学年段階の区切り設定「６－３」
☛前期課程：１年生～６年生

☛後期課程：７年生～９年生

・異年齢交流による社会性の発達
①姉妹学級の活動(３つの学年で形成)

②縦割りの活動(３グループ)

☛発達段階の差を解消する工夫

・柔軟性･連続性を意識した教育課程
①6年生～9年生の合同道徳

②総合学習９か年のカリキュラム

・小学校段階からの教科担任制導入
①中学校教員（併任）の教科指導

（国語、社会、算数）

②教員加配あり

・自主性を損なう懸念(教師の支援過多)

・協力体制の充実（教師の主体性が不安）
出所：根羽村役場公式サイト
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事例③：大町市立八坂小・中学校
［義務教育学校 ／ 施設分離型（R5年度～）］

□教育活動・学校運営の視点

・小中学校段階間の一体感を生み出
すため、合同授業や合同行事、合
同会議等の計画(学年段階区切り6-3制)

・教職員の日常的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(同僚
性)や特色ある教育課程、隠れたｶﾘ
ｷｭﾗﾑ(９年生の姿)などが弱み

☑兼務校長会（年１回開催）
情報交換では学校のマネジメントを考え
ると、施設一体型の方が運営しやすいとの
意見が多いと聞いた（ヒアリング）

■学校施設環境

・八坂地区立地の小学校と中学校の
校舎を活用。一方を施設一体型で
検討したが物理的な施設環境(全学
級数、特別教室等)の確保が不可能

・前期課程：そよかぜ校舎（中心部）

後期課程：せせらぎ校舎（人口比2割）

☛山道で約2.7㎞離れ行き来は大変
-長野県内の義務教育学校(６校)-

①信濃小中学校（上水内郡信濃町）一体型
②美麻小中学校（大町市） 一体型
③根羽学園（下伊那郡根羽村） 一体型
④八坂小中学校（大町市） 分離型
⑤楢川小中学校（塩尻市） 一体型
⑥さかえ小中学校（下水内郡栄村）一体型

プチ情報②

プチ情報①
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事例④：諏訪市立上諏訪小学校・上諏訪中学校
［小中一貫教育学校 ／ 施設併設（隣接）型（R3年度～）］

■学校施設環境

・諏訪市 人口：46,736人
世帯：21,495世帯

・諏訪市東部地区の中学校区
［城北小＋高島小］＋上諏訪中
高島小と上諏訪中の立地は同じ敷地内

・城北小 ＋ 高島小 ＝ 上諏訪小
☛通学区の見直し

・施設併設(隣接)型小中一貫教育学校へ

□教育活動・学校運営の視点

・小学校と中学校の両校に校長､教頭

・小学校１年から中学校３年までの
「異学年(年齢)交流」による学習
や行事
①児童会、校友会の合同企画・運営で

「給食」「みんなで歌を歌おうﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ」等年間10余りの合同行事

・小中学校の教員は小中併任となり、
相互乗り入れ授業の実施

・小学校高学年の教科担任制、中学
校の学年担任制により複数教員の
連携で子どもの育ちを保障

・教育課程の特例による「すわっこ
学習(小学校)・諏訪学(中学校)」「相
手意識に立つものづくり科」を核
にした学びの展開出所：「未来創造ゆめスクールプラン」リーフレット2024.3月
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事例⑤：学校施設運用における工夫・留意点
［義務教育学校根羽学園 ／ 箕輪町立箕輪中学校］

■学校施設環境
・住民との交流に使う教室「ふるさ
とルーム」に生徒や保護者、地域
住民が自由に本を並べ、貸し借り
できる「みんなの図書館」を設置

■学校施設環境
・学園内に学びの村推進センター
「まなばねば」を設置［R8.4月～］

・人的配置は２名
①センター長(R8～) ②総合学習Co

（地域おこし協力隊員）

・①センター長の任務
・総合学習コーディネーター(Co)
・部活動地域移行の準備
・放課後公営塾の企画と運営
・社会教育への協力

（公民館施設がなく役場内に公民館機能）

・②総合学習Co
・総合学習コーディネーター(Co)

調整役の配置による学校・地域協働
［義務教育学校根羽学園］

居場所機能の創出とにぎわいの形成
［箕輪中学校］

出所：信濃毎日新聞 2026.6.13
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小中一貫教育（一体型・分離型・隣接型）における

学校施設のメリット・デメリット（例）

メリット デメリット
・小中学校段階間の緩和や系統性を意識した
小中一貫教育が期待できる

・小学校高学年期のリーダーシップや自主性
を養う機会が減る

①９年間を一つの「学びの場」に
・子どもたちの実態や理解程度、９年間の
指導内容の系統性を考え、指導する時期
（学年）や指導時数を柔軟に考える特例
が認められる。また、学年段階の区切り
も柔軟にできる（｢6-3｣｢4-3-2｣など）。

②小中学校の相互乗り入れ授業の実施
・小中学校の教員は小中併任となり、小学
校段階から複数の教科で教科担任制を可
能にしている。

③異学年交流による人間性・社会性の発達
・上級生から下級生に対する思いやりの心、
上級生・下級生の規範意識や価値観の共
有、下級生から上級生に対する憧れの気
持ちなどの醸成が期待される。

①リーダーシップや自主性を養う機会の減少

・義務教育学校では小学校段階の５、６年
生は高学年ではないので、リーダーシッ
プや自主性を養う機会が減ってしまう。
学校行事の工夫した運営が必要である。

②小学１年と中学３年の発達段階の差
・学校行事など様々な教育活動を通じて異
学年交流が行われるが、縦割り活動など
では配慮が必要である。

③施設分離型の教育活動・学校運営の課題
・合同授業や合同行事、教職員の合同会議

（一部オンライン）等を実施しているが、
移動がたいへんである。教職員の日常的
なコミュニケーションや隠れたカリキュ
ラムが弱みとしてある。
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・現行制度下での小中一貫教育の取組形態は、教
育課程のあり方、学年段階間の区切り、学校ﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄ体制のあり方、施設形態など様々であり、
地域の実情に即した取組がなされている。

・小中一貫教育に取り組む学校施設の整備におい
ては、小・中学校段階間の差異に配慮したり、
地域ぐるみで子どもたちの学びを支えていく
観点から、地域と連携できる施設環境を校内に
確保している。 例）

・学園地域コーディネーター活動拠点
・コミュニティスクールの推進
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